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問 1：恒星には重元素が多い種族１（若い天体）と重元素が少ない種族Ⅱ（老齢の天体）が

ある。このうち、散開星団は種族Ⅰ、球状星団は種族Ⅱが多い。よって３． 
 



 
問 2：太陽のスペクトルに見られる吸収線は、「連続スペクトルが希薄な低温のガス体を通

るとき、そのガス体が高温の時に出す輝線の波長を吸収する」線。フラウンホーファー線

は光球から出た連続スペクトルが希薄な太陽大気で吸収されたり地球大気で吸収されてで

きるので、太陽大気の組成を知る手掛かりになる。よって４． 
 

 

問 3：恒星の進化は、原始星→主系列星（核融合）→赤色巨星（He 中心核）→白色矮星・

中性子星・ブラックホール（この 3 つは質量による）となる。巨星になるわけだから半径

は大きくなり、表面温度は低くなる。よって２。 
 



 

問 4：中性子星は半径が 10km ほどで、太陽程度の質量をもつ超高密度の天体。超新星爆発

の後にできる。よって答えは１。 
 



 
問 5：惑星の公転周期はケプラーの第 3 法則。a がパルサーからの平均距離、P が公転周期

とすると 
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= より、単純な式変形で答えは１。 

 



 
問 6：誤っているものをさがす。問のキーワードをチェックすると、１）星間ガスは密度が

濃くなると分子雲を作る。それぞれの分子固有のスペクトル線を放射する。２）原始星は

収縮によって温度が上がり赤外線を出す。３）恒星からの放射エネルギーが最大になるの

は可視光の範囲。４）太陽のフレアが発生すると太陽風が強くなり、磁気嵐が起きる。強

い X 線が出る。よって３が誤り。 
 

 

 



 
 

 
問 1：文脈から、熱収支の話と察しをつける。選択肢の中で紫外線と赤外線があり、熱に関

するものは赤外線。次に、４、５、６のうち、赤外線を吸収するものは５の水蒸気。 



 

問 2：対流圏における高度による温度変化は 100m につき 0.6 度。覚えていないときも、標

高 1000m の軽井沢あたりの気温を東京の気温と比べたときに、10 度は違わないだろうとい

う感覚があれば１だとわかる。 
 

 
問 3：5.5km 上がると半分になる。ことからさらに 5.5km 上がった 11km ではその半分、

すなわち地上の 4 分の 1 になる。よって 25%の４。 
 

 



 

 



 
問 4：問題文を読むと、月側とその反対側が引っ張られることがわかる。よって５。 
 

 
問 5：間違っているものをさがす。潮汐は月と地球の引っ張り合いで、位置関係による。よ

って１，３，４は正しい。ゆえに間違いは２。 
 



 
問 6：新月と満月のときは大潮になる。よって月に２回ある。２と３は×。太陽は遠いから

月より大きいことはない。月食は満月のとき起きるから、４。 
 

 

 



 
 
問 1：偏平率の式は２。（これは覚えておく） 
 

 
問 2：ジオイドは、平均海水面とほぼ一致するから、３。 
 

 

問 3：ジオイドに直交するものは、重力。よって４。 
 
この問題についての参考図。 



 

 
 



 

 
問 4：マントル中にほぼ固定されたマグマの供給源をホットスポットという。ハワイ、タヒ

チなど。ゆえに４。 
 



 
問 5：ｃ→ｂ：5000 万年前から 4000 万年前は、1000 万年で 1000km 移動している。よっ

て 10cm／年。南の海山ほど新しいということは、プレートはｂからｃの北向きに移動した。

ｂ→ａ：4000 万年で 2000km だから 5cm／年。ｂが古くてａが新しいから、プレートはａ

からｂへ動いている。よって２ 
 

 
問 6：一般に海は古いほうが深いことがわかっている。沈降して行くのだから、浸食はされ

ない。１は×。熱収縮はない。２は×。正断層で崩壊するのではない。４も×。よって３。 
 



 
ホットスポットの仕組み。２０１１年に再出題されている！ 
 
第 4 問 

 



 
問 1：褶曲の種類（http://www.gsj.jp/geology/geomap/fault-fold/index.html）：

 

軸の南側の傾斜が南に 45 度であるから、背斜とわかる。同じ厚さの地層が、南の方が幅が

狭く出るということは傾きが急であるということ。 

 
よって答えは４。 
 

http://www.gsj.jp/geology/geomap/fault-fold/index.html）：
http://www.gsj.jp/geology/geomap/fault-fold/index.html）：


 



 
問 2：まず、高さが変わらないから横ずれと思う。横ずれ断層には、右横ずれ断層と左横ず

れ断層があり、断層面に向かって立ったとき、断層面の向かい側が手前側に対し、右にず

れたときは右横ずれ断層、左側にずれたときは左横ずれ断層と呼んでいます。岩脈と褶曲

軸を手掛かりに見ると、青丸の位置に立った人が、断層面を見て、A は B から右側にずれ

た。よって右横ずれで４。 

 

 



 
問 3：このなかで第 3 紀の化石はカヘイ石の１。ちなみに三葉虫は古生代、アンモナイトは

中生代、フズリナは古生代。 
 

 
問 4：今、650m のところに地質境界がある。南 45 度の傾斜だから南側に出るのは標高が

低くなければならない。よって D と E は×。北側に行くと 100m 標高が上がると地図上で

141m 北へ行く。C は 250m 標高が上がるから水平距離 350m 北へ行く。A と B は遠すぎ。

よって C で３。 

 



 

 
問 5：鍵層はいわばタイムマーカーである。よって、火山灰のように短時間に広い範囲に堆

積しているのが望ましい。よってここでは１。 
 

 
問 6：原則、新しいものは邪魔されない。よって一番新しいのは断層。岩脈と褶曲では、断

層の東側で岩脈は褶曲軸を貫いているから、岩脈が新しい。よって５。 
 
第 5 問 



 



 

問 1：上部マントルを構成するのはかんらん岩。よって２。 
 

 
問 2：中央海嶺は上昇してきたマグマが、海底付近の割れ目から噴き出す。よって３。 
 

 
問 3：同じように沈み込み帯にあるのはフィリピン。よって３。東太平洋海嶺とアイスラン

ドは中央海嶺と同じタイプ。ハワイはホットスポット。 
 



 



 
問 4：ａとｂを見くらべると、ｂでカリウムの高いところは酸性火成岩。よって１。 
 

 
問 5：ａとｃを見くらべると、ｃでウランの濃度が高いのは、酸性火成岩地域にあたる。マ

グマの結晶分化作用では、酸性火成岩は後の方にできる。よって２。 



 

 

 
問 6：ａとｄを見くらべると、ｄが多いのは塩基性火成岩。塩基性火成岩は苦鉄質なので、

鉄、マグネシウムが多くて、ケイ素が少ない。ゆえにここではマグネシウムの４。 



 
 

 


